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元酵素を50mMPIPES-HCl , pH7.4に溶解し， 250C，嫌気条件下でNADPH溶液にて滴定し，その吸
収スペクトルを日立二波長分光光度計557型を用いて測定した。 NMRスペクトルは200MHz の Varian
XL -200 Fourier transf orrn spectrorneter にて12.00Cで測定した。試料はアドレノドキシン還元酵素，






したところ， NADPHが酵素に対して 1 : 1 に達するまでは約500-900nm に幅広い吸収スペクトル
を示す電荷移動錯体の生成が見られた。つぎにNADPHを過剰に加えたところ電荷移動錯体が急激に




体が生成された。 31 p NMRを用いて検討したところ，本酵素に結合する NAD p+ はただひとつであ
る事が分かった。さらに lHNMRによって種々の還元状態でのNADP(H)の結合数を調べたところ
本酵素の酸化還元状態にかかわらず、ただ一つである事が示唆された。また本酵素の立体構造を決定する
ため本酵素の単結晶を作成し， 1.6mmの大きさの結晶を得た。 x線解析によりこの結晶は P 2 1 の空間群

















また本酵素の補酵素である FAD と NAD P(H)との相互作用の様式を検討するために 31p NMR測定
を行った。また本酵素の結晶のX線解析をも行い，立体構造解明にも道を開いた。以上の結果は本酵素
-120-
の研究上重要な知見であるとともに，フラピン酵素一般の研究に大きな寄与をなしたと考えられる。し
たがって，本論文は充分学位に値するものと評価する。
